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新
建
築
落
成
す
う
　
ま

で

T

A

生

　
此
度
落
成
し
九
新
教
室
の
建
築
の
模
様
を
書
け
ミ
言
ふ
編
纂
部
か
ら

の
依
頼
を
受
け
た
が
、
去
年
の
事
を
色
々
今
か
ら
思
ひ
出
さ
う
ミ
し
て

も
温
々
は
つ
き
り
し
な
い
。
勿
論
、
だ
ん
だ
ん
教
室
が
建
築
さ
れ
て
行

く
等
角
を
、
毎
日
毎
日
見
て
居
た
わ
け
で
あ
る
が
、
毎
日
見
て
居
た
が

噛
め
に
却
っ
て
そ
の
愛
化
を
叙
述
す
る
ε
言
ふ
事
は
困
難
で
あ
る
や
う

に
思
ふ
。
何
，
こ
な
れ
ば
、
あ
ま
り
に
親
し
く
見
過
ぎ
て
居
た
か
ら
で

あ
る
。
丁
度
親
子
兄
弟
の
一
家
族
が
、
同
じ
家
に
住
っ
て
居
れ
ば
、
親

が
段
々
年
老
い
て
行
く
の
も
，
子
供
が
著
し
く
成
長
し
て
行
く
の
も
，

共
に
相
互
に
氣
付
か
す
に
居
る
，
こ
言
ふ
の
ミ
同
じ
理
屈
で
あ
ら
う
。
，
こ

こ
か
遠
方
の
親
戚
の
も
の
が
何
十
年
ぶ
り
に
や
っ
て
來
て
、
び
っ
く
り

す
る
や
う
に
、
去
る
三
月
上
旬
，
山
本
教
授
が
海
外
か
ら
蹄
朝
せ
ら
れ

て
、
自
分
の
教
室
に
蹄
っ
て
來
ら
れ
た
時
に
は
、
入
口
が
，
こ
こ
で
あ
る

か
、
方
角
が
，
こ
う
で
あ
る
か
、
全
然
判
ら
す
に
、
さ
な
が
ら
歓
米
の
天

文
肇
の
視
察
の
措
き
ε
し
か
感
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
一
こ
言
ふ
が
、
播
肥
、

吾
々
天
文
皇
の
豊
中
は
、
丁
度
、
グ
リ
ー
ニ
ッ
チ
の
天
文
毫
員
か
、
参

観
者
を
色
々
ε
説
明
し
て
案
内
し
て
歩
く
様
に
、
『
こ
玉
が
圖
書
室
で

す
』
、
『
こ
・
が
、
實
鹸
室
で
こ
㌧
か
時
計
室
で
す
』
『
こ
れ
が
こ
れ
か

ら
お
持
ち
代
り
の
十
三
吋
を
据
え
つ
く
べ
き
赤
道
儀
室
で
す
』
ぐ
」
言
ふ

工
合
い
に
、
同
教
室
を
案
内
し
た
も
の
だ
。
す
る
ε
山
本
教
授
は
『
↓

直
待
ち
給
へ
、
居
て
、
此
塵
で
は
、
さ
ち
ら
が
北
で
す
か
』
ミ
言
ふ
や

う
な
質
問
さ
え
な
さ
る
。
で
吾
々
は
非
常
に
大
き
な
誇
を
感
ぜ
す
に
は

居
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
事
實
、
過
去
一
年
間
の
我
教
室
の
二
化
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。

正
し
く
そ
れ
は
東
京
の
㍗
こ
こ
か
一
部
分
の
震
災
前
後
以
上
の
攣
化
で
あ

っ
た
。
そ
う
言
ふ
愛
化
の
一
年
を
、
私
は
幅
ク
月
づ
、
位
の
間
隔
を
置

い
て
時
に
見
て
置
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
Q
そ
う
す
る
ミ
さ
う
言
ふ

工
合
に
し
て
建
築
が
出
來
上
っ
た
か
を
精
細
に
叙
述
す
る
こ
ε
が
出
來

た
で
あ
ら
う
。
不
幸
に
し
て
私
は
毎
日
コ
ン
チ
ニ
ユ
ァ
ス
に
見
て
來
た

の
で
、
た
撃
い
つ
の
間
か
新
教
室
が
出
石
上
が
つ
て
居
た
「
こ
言
ふ
よ
り

他
は
な
い
。
が
、
ミ
に
角
、
自
分
の
記
憶
に
思
ひ
出
す
だ
け
，
建
築
の

模
様
な
♂
を
書
い
て
、
吾
が
新
教
室
の
落
成
を
天
界
紙
上
に
祀
ふ
一
端

ε
し
た
い
ミ
思
ふ
。
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囹

　
一
昨
年
師
ち
大
正
十
二
年
か
ら
、
吾
が
宇
宙
物
理
學
教
室
の
建
築
旗

張
の
氣
蓮
は
成
っ
て
居
た
。
豫
算
も
決
定
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
色
々

な
事
情
の
爲
め
に
工
事
の
着
手
が
繋
れ
て
，
愈
々
着
手
し
た
の
は
確
か

昨
年
の
二
月
の
六
日
頃
で
あ
っ
た
か
ε
記
憶
す
る
。
今
ま
で
の
教
室
、

師
ち
御
大
典
の
時
の
頂
戴
物
の
木
造
バ
ラ
ッ
ク
の
西
側
に
は
物
置
ミ
か

便
所
－
こ
か
黛
あ
り
、
其
の
北
側
郎
ち
奪
擁
堂
の
西
裏
に
は
、
子
午
儀
室

ε
星
墨
忌
避
室
－
こ
が
あ
り
、
そ
の
實
瞼
室
の
地
下
室
は
墓
準
時
計
の
リ

ー
フ
ラ
～
が
置
い
て
あ
る
。
先
づ
こ
れ
等
の
建
物
に
立
の
き
を
命
じ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
立
の
き
の
着
手
が
そ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
然
し
、
困
っ
た
事
に
は
時
計
が
安
置
し
て
あ
る
地
下
室
を
そ
の
ま
・

に
し
て
置
い
て
、
そ
の
上
に
北
館
を
立
て
や
う
一
こ
云
ふ
の
で
、
可
な
り

頭
を
隣
し
た
ガ
、
結
局
、
時
計
は
そ
の
儘
に
し
て
置
い
て
、
地
下
室
に

は
水
が
も
ら
な
い
や
う
な
方
法
を
講
じ
、
上
だ
け
を
七
吋
の
赤
道
儀
室

の
隣
ま
で
滑
ら
し
た
。
こ
れ
一
こ
同
時
に
南
山
の
工
事
を
先
づ
始
め
、
土

地
を
掘
り
、
丸
太
に
て
足
場
を
組
み
し
て
、
工
事
の
方
が
着
々
ε
進
む

聞
，
敬
室
の
難
中
は
、
實
験
室
に
あ
っ
た
道
具
や
機
械
の
蓮
搬
、
片
付

な
さ
で
、
急
が
し
い
目
を
見
て
居
た
。

　
然
し
其
の
問
に
、
工
事
は
日
々
進
ん
で
、
三
月
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
粘
り
石
を
混
じ
、
サ
イ
コ
ロ
の
様
な
形
を
し
て
鐵
の
器
が
グ
ル
グ

ル
筆
記
し
て
、
下
か
ら
下
か
ら
、
板
で
組
立
て
エ
行
く
、
型
の
中
に
ザ

う
く
流
し
込
む
コ
ン
フ
リ
ー
ト
工
事
が
始
ま
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

　
其
の
頃
四
、
五
月
の
頃
の
筍
が
毎
日
、
延
び
て
行
く
や
う
に
、
毎
日

大
観
に
出
て
來
て
は
、
板
の
箱
が
段
々
ざ
上
に
延
び
て
行
く
の
を
見
た
。

仕
事
を
す
る
主
峯
は
毎
日
同
じ
事
を
や
っ
て
居
る
。
や
か
ま
し
い
槌
の

暑
や
、
機
械
の
廻
韓
す
み
音
、
そ
う
し
た
も
の
が
侮
日
朝
か
ら
夕
べ
ま

で
鳴
り
響
い
て
居
た
が
、
．
『
日
新
又
日
新
』
で
、
見
る
者
か
ら
云
ふ
ε
段

々
眼
の
角
度
を
上
に
向
け
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
や
が
て
夏
が
來
た
。
梅
雨
が
暴
れ
る
，
こ
夏
も
盛
り
に
な
っ
た
。
夏
休

み
に
入
る
頃
は
も
う
す
っ
か
り
頂
上
ま
で
、
混
凝
土
が
、
つ
ま
れ
て
あ

っ
九
や
う
に
思
ふ
。
つ
ま
れ
る
§
学
業
し
、
お
か
し
い
が
、
混
凝
土
の

素
焼
が
先
づ
出
來
上
っ
た
の
で
あ
る
。
で
こ
れ
か
ら
板
の
皮
を
は
ぎ
、

上
塗
り
を
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
南
舘
、
北
館
の
大
分
の
構
造
が
出
來
あ
が
る
霊
同
時
に
、
附
島
の
小

使
部
屋
や
廊
下
の
建
築
が
着
手
せ
ら
れ
た
や
う
に
思
ふ
。

　
八
月
に
入
っ
て
私
は
、
　
一
ケ
月
ば
か
り
大
漁
を
御
無
沙
汰
し
た
が
、

一
ヶ
月
も
見
す
に
居
る
ε
、
其
の
間
の
攣
化
は
著
る
し
く
眼
に
つ
く
〇

九
月
の
始
め
久
し
振
り
で
、
大
學
に
出
て
昂
る
ミ
、
灰
白
色
に
輝
く
爾

棟
の
建
物
が
魏
然
ご
聾
え
て
居
る
で
は
な
い
か
。
面
目
一
新
ε
は
實
に

此
の
事
で
、
私
は
見
時
ほ
さ
嬉
敷
感
じ
た
事
は
な
い
。
私
は
早
速
部
屋

年
々
を
見
廻
つ
た
の
を
畳
え
て
居
る
。
間
取
り
の
檬
や
廊
下
の
工
合
な

う
ご
を
見
廻
り
な
が
ら
、
机
を
さ
う
言
ふ
工
合
に
置
こ
う
ε
か
，
書
棚
を

さ
の
位
置
に
置
か
う
ミ
か
考
へ
な
が
ら
、
足
揚
の
悪
い
床
の
上
を
あ
ち

＝
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ら
こ
ち
ら
ε
俳
掴
し
た
。

　
ミ
も
角
こ
れ
で
す
っ
か
り
外
側
は
出
來
あ
が
っ
た
Q
で
床
や
、
壁
や

水
道
や
電
蓄
ご
内
部
の
完
成
が
残
さ
れ
て
居
る
。
小
使
部
屋
も
出
撃
上

り
、
廊
下
も
完
成
し
た
。
蕎
館
の
西
の
壁
を
切
り
開
い
て
新
し
い
新
奮

爾
館
の
通
路
が
出
來
上
っ
た
の
は
九
日
＋
三
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
團

　
床
や
壁
が
塗
ら
れ
、
戸
や
窓
が
す
っ
か
り
完
成
し
、
床
に
リ
ノ
リ
ウ

ム
が
し
か
れ
、
水
道
や
瓦
斯
が
引
か
れ
、
先
づ
南
館
が
十
月
宋
に
落
成

し
た
の
で
、
新
し
く
作
っ
た
本
棚
や
、
机
を
蓮
び
入
れ
て
先
づ
、
書
物

を
蓮
び
、
各
々
の
定
め
ら
れ
た
部
屋
に
移
殺
し
終
っ
た
の
は
十
一
月
の

中
旬
で
あ
っ
た
。

　
然
し
北
館
の
方
は
ま
だ
、
す
っ
か
り
落
成
し
な
か
っ
た
。
§
言
ふ
の

は
、
最
も
大
切
な
部
分
た
る
丸
屋
根
が
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
丸
屋

根
が
出
來
な
い
鳥
め
に
、
そ
の
下
の
部
屋
部
屋
の
壁
や
床
を
塗
る
課
に

行
か
す
。
そ
の
ま
・
に
な
っ
て
居
た
が
、
丸
屋
根
の
上
下
嶽
外
の
部
分

は
殆
ん
さ
完
成
し
た
。

　
丸
屋
根
の
建
築
は
、
天
文
直
黒
特
の
も
の
で
、
こ
れ
は
普
蓮
の
建
築

の
專
門
外
で
あ
る
。
§
言
ふ
の
は
，
丸
屋
根
は
動
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
川
崎
造
船
所
の
受
負
で
、
昨
年
中
に
出
坐
る
筈
で
あ

っ
た
が
、
つ
い
に
間
に
合
は
す
、
鐵
材
が
蓮
ば
れ
、
愈
々
丸
屋
根
の
組

立
て
が
始
ま
っ
た
の
は
十
二
月
の
十
二
日
だ
っ
た
ε
思
ふ
。
川
崎
造
船

所
の
職
工
蓬
が
、
軍
艦
か
、
汽
船
の
一
部
分
で
も
造
る
や
う
な
工
合
に

一
二

弧
状
に
な
っ
た
鐵
フ
レ
ー
ム
を
組
立
て
先
づ
落
球
上
の
ド
ー
ム
の
形
骸

が
出
駕
、
板
を
は
り
、
銅
板
の
屋
根
を
葺
ひ
て
二
月
上
旬
丸
屋
根
の
外

形
は
出
來
あ
が
っ
て
、
内
部
の
工
事
や
丸
屋
根
の
廻
韓
ε
、
開
閉
ぐ
」
の

仕
懸
が
す
っ
か
り
出
撃
上
っ
た
の
は
四
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
團

　
二
月
の
或
る
夕
暮
で
あ
っ
た
。
私
は
、
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
、
出

町
の
橋
の
上
を
歩
い
て
居
た
。
夕
陽
が
正
に
西
の
山
に
か
」
ら
う
ミ
し

て
居
て
、
そ
の
幽
か
な
光
線
が
、
水
李
に
世
界
を
照
ら
し
て
居
た
。
少

し
曇
っ
た
日
で
あ
っ
た
。
で
光
線
の
工
合
は
非
常
に
悪
か
っ
た
し
、
そ

れ
に
少
し
霞
ん
で
居
た
や
う
に
も
思
ふ
。

　
出
町
橋
の
西
詰
に
、
大
勢
の
人
が
集
っ
て
東
の
方
を
指
し
な
が
ら
伸

び
て
見
。
す
か
し
て
見
し
な
が
ら
さ
わ
い
で
居
た
。

　
『
火
事
だ
』

そ
う
し
た
聲
が
叫
び
合
っ
て
居
た
。
私
も
特
に
火
事
に
興
味
を
お
ぼ
え

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
立
留
っ
て
人
々
の
指
さ
す
方
を
見
た
、
成
ほ
さ

火
事
だ
。
葉
の
落
ち
た
木
々
の
上
に
，
燃
え
上
る
焙
が
見
え
る
、
何
だ

か
ち
ら
ち
ら
炎
が
躍
る
や
う
で
あ
る
。
一
塁
・
ご
二
だ
ら
う
。
何
だ
か
大

墨
の
方
面
で
あ
る
。
一
度
、
行
き
過
ぎ
や
う
ぐ
」
し
た
が
、
少
々
氣
に
な

っ
た
の
で
、
再
び
後
戻
り
し
て
、
よ
く
見
な
を
し
た
。
さ
う
も
わ
か
ら

な
い
。
が
兎
も
角
熔
が
燃
え
上
っ
て
居
る
や
う
に
見
え
る
，
け
れ
5
も

煙
が
な
い
の
は
何
故
だ
ら
う
。
私
は
約
三
十
分
ば
か
り
も
立
留
っ
て
考

へ
て
見
た
。
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そ
の
う
ち
に
人
蓬
も
、
『
何
だ
か
火
事
で
は
な
さ
さ
う
だ
』
ε
言
ふ
の

で
四
五
人
な
ほ
熱
心
に
見
て
居
る
入
蓬
を
残
し
て
退
散
し
た
が
、
原
因

が
わ
か
ら
な
い
も
の
を
そ
の
ま
蕊
わ
か
ら
ぬ
な
り
に
、
見
捨
て
行
く
の

も
腹
立
た
し
い
感
じ
が
あ
り
、
そ
れ
に
、
愈
々
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
愈

々
備
な
の
で
、
筒
ほ
し
ば
ら
く
立
留
っ
て
見
て
居
た
が
、
太
陽
が
浸
す

る
に
つ
れ
て
、
や
つ
ミ
そ
の
正
腿
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
實
に
、
天
文
皇
の
出
來
上
っ
た
ば
か
り
の
丸
屋
根
で
は
な
い

か
。
丁
度
沈
ま
ん
ぐ
」
す
る
，
夕
陽
を
反
射
し
て
、
銅
の
屋
根
板
が
丁
度

炎
の
や
う
に
、
然
も
少
し
悪
い
天
氣
工
倉
こ
で
、
丁
度
燃
え
あ
が
る
火

事
の
眉
の
や
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
思
は
す
苦
笑
し
た
。
思
え
ば
馬
鹿
ら
し
く
も
あ
る
。
夏
に
こ
の

三
三
に
い
つ
ま
で
も
思
い
當
ら
な
か
っ
た
事
に
翻
し
て
腹
立
た
し
く
も

あ
る
。
け
れ
，
こ
も
私
は
言
ひ
知
れ
ぬ
嬉
し
さ
を
抱
き
な
が
ら
家
に
蹄
つ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
吾
々
の
天
文
皇
は
落
成
し
た
旨
』
言
ふ
嬉
し
さ

で
あ
っ
た
。
（
一
九
二
五
、
五
、
三
一
）

㊧
京
都
帯
國
大
學
の
夏
期
天
文
講
演

　
毎
年
八
月
初
旬
に
開
か
れ
る
京
都
大
學
の
夏
期
講
演
會
に
、

今
年
は
山
本
激
授
の
「
太
陽
系
の
天
文
學
」
が
含
ま
れ
て
あ
る

こ
ご
は
前
に
も
記
し
た
通
り
。
日
は
入
月
三
日
よ
b
書
入
日
ま

で
、
毎
朝
入
時
開
講
。

　
講
演
概
要
は
左
の
通
り
。

　
　
太
陽
系
の
天
立
學
　
　
　
　
理
學
部
教
授
山
本
一
満
述

序
論
　
背
景
亡
し
て
の
星
座

第
一
講
太
陽
系
の
力
副
詞
係

　
　
イ
、
蓮
　
動
　
論

　
　
　
甲
、
「
二
二
問
題
」
一
抱
物
運
動
（
地
上
で
、
宇
宙
で
）
、
楕
圓
自
動
、
ケ
プ

　
　
　
　
ソ
ル
法
則
、
太
陽
親
王
、
勉
物
線
、
双
曲
線
、
軌
造
要
素
、
遊
星
、
衛
星

　
　
　
質
量
決
定
、
彗
星
、
流
星
、
軌
道
法
、
ガ
ス
、
太
陽
熱
。

　
　
　
乙
、
コ
ニ
艦
問
題
」
i
解
け
う
も
の
定
解
け
な
い
も
の
、
遊
星
擁
動
、
長
年

　
　
　
均
差
、
小
遊
星
、
土
星
環
、
水
星
の
謎
、
未
知
星
の
捜
索
、
共
振
、
衛
星

　
　
　
軌
道
、
三
角
解
法
、
直
線
解
法
、
太
陰
論
、
潮
汐
、
歳
差
、
緯
度
攣
化
。

　
　
ロ
、
一
穴
盤
一
形
歌
弥
脚
ー
ニ
ウ
ト
ン
ま
で
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
形
、
ヤ
コ
ー
ビ
形
、

　
　
　
　
潔
ア
ン
カ
ソ
形
、
ダ
ー
ギ
ン
。

第
二
講
　
太
陽
系
の
球
面
天
二
二

　
　
イ
、
天
球
亡
座
標
、
i
天
球
、
星
座
、
地
酒
座
標
、
赤
撹
座
標
、
黄
道
座
標

　
　
　
　
相
封
座
標
。

　
　
ロ
、
蓮
行
書
暦
、
一
日
週
運
動
、
出
直
、
週
極
、
書
夜
、
月
O

　
　
　
　
年
遇
蓮
動
、
暦
、

　
　
　
　
遊
星
の
蓮
動
、

　
　
　
　
日
食
亡
月
蝕
、
掩
蔽
、
通
過
、
遊
星
面
の
現
象
、

第
三
講
　
太
陽
系
の
物
理
學

　
　
イ
、
太
陽
－
形
ビ
大
さ
、
光
熱
、
構
造
、
黒
黙
、
コ
ロ
ナ
、

　
　
ロ
、
遊
星
定
衛
星
i
分
類
、
下
等
星
、
地
球
星
、
亘
星
、
蓮
星
、
小
遊
星
、

　
　
ハ
、
彗
星
亡
流
星
、
i
形
亡
大
さ
、
光
虐
分
析
、
彗
星
亡
流
星
、
黒
石
、

第
四
講
総
　
　
　
括

　
　
イ
、
安
定
問
題
、
i
ボ
ー
デ
法
則
、
永
動
議
動
、
週
期
攣
動
、
抵
抗
物
質

　
　
ロ
、
進
化
論
i
カ
ン
下
、
ラ
プ
ラ
ス
、
モ
馨
ル
下
ン
、
ジ
馨
ン
ス
。

　
　
　
　
以
　
　
　
上

一
三


